
 

（事業計画書様式１） 

１ 概要 

   

２ 指定管理者概要 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園名 今井の丘公園 

所在地   横浜市保土ケ谷区新桜ケ丘一丁目 42 番 

公園面積、公園種別 18550 ㎡、近隣公園 

主な施設 分区園、協働農園、倉庫棟、トイレ、多目的広場、児童広

場、既存樹林 

特徴 既存の公園を拡張し、分区園を付けた農園付公園 

公園開園日 1994 年 3 月 25 日 

指定管理者名 アライグリーン株式会社 

代表者名 荒井 秀利 

所在地 横浜市港南区日野南 4-3-5 

指定管理期間 2017 年 4 月〜2022 年 3 月 

現指定管理者管理運営開始日 2017 年 4 月 1 日 

他に指定管理者に指定されている

公園（市内外問わず） 

日野中央公園、新杉田公園(横浜緑地・アライグリーンパー

トナーズ) 
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（事業計画書様式２） 

１ 公園運営の全体的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本年度の基本的な管理運営方針 

農園付き分区園の機能を活かし地域を活性化させる公園の管理方針を以下に示します。 

 

〇 “農”+ コミュニティー ～人と人との笑顔を繋ぐ癒しの空間～ 

 農園付公園の特色を活かし、収穫する喜びを皆で共有できるようなイベントを開催しま

す。また、地域や近隣学校との連携を密にします。また、公園を利用するすべての方が、

安心・安全に利用が出来るよう公園運営を行います。 

〇“農”+ 健康 ～高齢化社会に対応した生きがいづくりの空間～ 

農体験を通じて、自然との触れ合いや日々のやりがいを感じ、利用者の健康づくりや生

きがいを持って頂けるような場としての公園運営を行います。 

〇“農”+ 未来 ～地域の未来の担い手たちを育成する空間～ 

 子ども達の感性を育む場として、歳時記を感じるイベントの開催や植付けや収穫体験を

通じて育てる楽しみや喜びを醸成できるような環境づくりに努め、地域の環境や地域活動

に配慮した公園運営を行い、良好な環境づくりに努めていきます。 

 

当社は指定管理者として、地域の目標と課題を共有し、癒し・笑顔・交流の場・地域の

個性・住民の力を引き出す場所として『地域に根付いた親しみのある公園』を目指し、地

域や利用者の方々と共に手と手を取り合った管理運営を行っていきます。最終的な目標と

しては、『地域から必要と認めていただける公園』として、公園と地域が密接に関わり合い

活用され、笑顔をつくる場となるような公園運営を行っていきます。 

 

門松作りイベント リース作り サツマイモ堀り 鯉のぼり 
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３ 運営業務の実施方針 

当公園は既存の公園が拡張し、新たな分区園付き公園として生まれ変わり平成 29 年 4 月

に開園しました。開園後は“農”を身近に感じられる公園として生まれ変わり、農ある原

風景や文化を保全・継承し、歳時記を感じるイベントを開催しています。 

70 区画ある分区園はすべて利用されており、農体験を通じ、地域交流の拠点となるよう

な公園づくりを地域住民・利用者と共に作り上げるよう取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

４ 人員・組織体制 

当社の組織体制は横浜市及び、地域の方と密

接な関係を保つ為に、職員はすべて直接雇用と

し、要件を満たした者は社会保険及び労働保険

に加入し、現地連絡員は公園の運営に協力して

くださる方を現地より募り、地域雇用を促進す

る為、利用者を含めた方をパートタイムとして

採用しています。また、職員不在時にも現地連

絡員との連携により目の行き届いた管理を行

い、会社全体では人材の確保や育成、残業時間

の削減等については専門家の指導を受けていま

す。 

 

 

   

 

外部機関パンフレット ミーティング 

勉強会 サツマイモ植え ウメの剪定 桜まつり 

本社
最高責任者 代表取締役 社長

統括責任者（指定管理部） １名

担当職員 １名

現地連絡員 ２名

今井の丘公園

自治会・地域団体・教育施設・利用者

横浜市 北部公園緑地事務所

総
務
部

工
事
部

緑
地
管
理
部

公園管理責任者 専務取締役

連携・災害時応援

サービスの提供・協議・協働

報告・連絡

指
定
管
理
部
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勤務体制等 

勤務体制は、統括責任者（１名）、担当職員（１名）、現地連絡員（２名）の計４名と

し、繁忙時には会社全体でサポートします。 

統括責任者は、現場への指示・連絡等、現地運営が円滑にいくよう常にサポートを行い

ます。現地連絡員が日々の清掃（トイレ・倉庫・園内）を担当し、常に職員と連絡をとれ

る体制を整え、職員不在時にも現地の状況をいち早く把握できるように連携して目の行き

届いた管理を行なっています。また、緑地管理や修繕等が必要な場合には、直営の作業員

により即時対応します。 

 

５ 市民サービスの向上や公園の魅力向上・利用促進 

私たちは多くの公園利用者のニーズを把握する為に、日常巡視時には利用者や周辺住民

の方々と挨拶や声かけを行い、コミュニケーションを図り、施設内倉庫には意見箱を設置

し幅広い意見を聴取しています。また、公園専用ホームページを作成し、ブログやツイッ

ターも活用しています。施設の運営やイベントに関するアンケート調査も行い、結果は集

計し横浜市へ提出するとともに、日々の公園運営に役立てています。 

〇公園の周知方法、魅力についての PR方法 

・ホームページを作成し、イベント案内やブログの更新を行っています。 

・市の広報や地域広報を活用し利用者募集を行い、他イベント情報等は公園専用ホーム

ページや公園内の掲示板で周知を行っています。 

・分区園の地図、利用方法を記載したパンフレットを作成し園内で配布しています。 

・自治会で行われているさくら祭りや盆踊り等の広報を公園内の掲示板等で行っていま

す。 

 

 

 

〇課題に感じている公園運営改善策 

 当公園の自然林は敷地境界付近に広がり、住宅地と隣接しているため、樹木の越境や落

葉で近隣住宅へご迷惑をかける恐れがあります。日常巡視で状況を把握し、越境枝や落葉

が起こらぬよう定期的な剪定や草刈等を行い、要望や苦情がないよう努力いたします。ま

た、利用者すべての人が快適に過ごせるよう衛生面には特に注意し、ゴミの散乱や犬のフ

ンの処理については、注意喚起や指導を行います。 

 

 

地域広報の活用 ブログの更新 分区園利用者手引き 意見箱の設置 
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（事業計画書様式３） 

１ 公園の維持管理業務の全体的な考え方 

私たちは、全ての利用者が心地よく安全・安心に利用していただけるよう、既存エリ

ア・拡張エリアは、それぞれの特性に合った質の高い管理を行い、梅と桜等の花木や雑木

林等がある地域の貴重な緑の拠点となる様に管理し、分区園利用者には適切な耕作の指導

を行い良好な景観の保全や育成を行っていきます。 

１、安全・安心を第一にした維持管理 

誰もが安全・安心に施設を利用できることを最優先に考え、見通しの確保等犯罪発生防

止に努める管理を行い、日常巡視・点検・清掃方法マニュアルに基づき維持管理を行って

いきます。 

２、快適で心地よい空間を目指した維持管理 

利用者が気持ちよく利用できるよう、園内を清潔に保つとともに、季節の花々で彩る

等、公園の景観に配慮した管理を行います。 

３、施設の長寿命化を図る維持管理 

巡視点検により修繕箇所を早期発見・予防する予防保全型の管理を行います。 

４、周辺住民の環境に配慮した維持管理 

公園と地域とがより良い関係を保てるように、利用者や周辺住民からの要望・苦情等を

把握し、越境枝剪定や隣接部分の草刈、落葉清掃、側溝の清掃等の適切な管理を行いま

す。 

   

 

 

    

 

営農指導 日常巡視 サクラの保全管理 

季節の花々 境界部の除草 側溝清掃 



6 

 

２ 公園施設の維持管理について 

日常点検や定期点検により効果的・効率的な保全を行い、下記のような適正な機能を維

持します。 

 

 

水飲み場 注意看板 チェックシート 落書き 
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３ 園地管理について 

当公園は拡張エリア(赤)と既存エリア(青)で構成されている為、下図の巡視点検マップを

作成し、各々の点検チェックポイントの確認を行い、きめ細やかな質の高い維持管理を

行っています。安全で快適に利用できるよう点検や清掃を行い、階段や手すり等の施設に

異常が見られた場合は早急に補修します。落葉時期はほうき、ブロアー等による清掃を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前面道路

☑違法駐車

☑落葉の有無

駐輪場

☑落葉・ゴミの有無

☑放置自転車の有無

協働農園

☑植栽状況

分区園

☑利用状況

☑自己管理状況

☑耕作放棄等の違

芝生広場・野外卓

☑汚損状況

☑長期滞在者の有無

☑草丈の状況

倉庫・トイレ

☑汚損状況

☑資材のチェック

☑不審物の有無

☑施設破損

☑掲示板・意見箱の確認

保全林

☑高木の枯損枝

☑不法投棄

☑法面の状況

境界エリア

☑越境枝

☑落葉の堆積

☑浸水状況

散策路

☑階段のすべり

☑園路の不陸

☑落葉の堆積

☑花木の状態（開花・結実）

☑高木の枯損枝

園路

☑見通しの確認

☑越境枝の有無

☑法面の状況

多目的広場（雨水調整池）

☑排水施設の状況

☑ダストの不陸

☑犬のフンやゴミの有無

雨水調整池

☑不審者の有無

遊具広場

☑汚損状況

（遊具点検マニュアルに基づく）

芝生斜面

☑草丈の状況

☑不法投棄

☑見通しの確認

法面

☑花木の状態

☑草丈の状況

① ⑤

②
③

④

⑥

⑫

⑩

⑨

⑧

⑦

⑮

⑭

⑬ ⑪

巡視点検マップ 

① 分区園 利用状況 

分区園 

⑫散策路 落葉の堆積 

②園 

③倉庫 資材のチェック 

②園 

⑩遊具広場 汚損点検 

②園 
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園地の特徴をとらえた日常巡視・点検・清掃方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 植物残渣の指導 ②協働農園 

③トイレ清掃 

②園 

⑧点検・清掃 

園 
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■拡張部  

エリア/地図番号 特性と課題 

分区園エリア 

① 

利用者による自主管理の為、１年を通じて適正な状態を維持するよう指導

を行います。設備の公平な利用が行えるよう指導します。 

協働農園エリア 

② 

協働農園(小)は園路沿いにある為、景観に配慮した作物の選定、協働農園

(大)は快適に農体験が行えるよう日常の管理を行います。 

トイレ・倉庫棟 

③ 

快適・安全に利用できるよう衛生面に配慮した点検・清掃を行い、清潔に

保ちます。排水施設の泥詰まりが考えられる為、適切な利用を指導しま

す。 

園路・広場エリア 

④⑤ 

快適・安全に利用できるよう点検・清掃を行い、ベンチ等の施設に異常が

見られた場合、早急に対応し、園路は必要に応じて散水を行います。また

前面道路の違法駐車、駐輪場の防犯に配慮します。 

芝生広場・土の広

場⑥ 

施設に破損やボルトの緩みが確認された場合は早急に補修します。土の広

場は無舗装の為、必要に応じ散水等の飛砂対策を行います。 

法面エリア 

⑦ 

草地の法面、低木類に保護された法面、芝張の法面がある為、景観へ配慮

した草刈、樹木管理、点検、清掃を行います。 

雨水調整池エリア 

⑧ 

拡張部全体の雨水を集水する調整池である為、適切な点検・清掃を行い、

施設維持管理報告書を提出します。 

■既存部 

エリア/地図番号 特性と課題 

多目的広場(雨水

調整池)エリア 

⑨ 

ダスト広場、既存部全体の雨水を集水する調整池としても使われる為、適

切な点検・清掃を行い、施設維持管理報告書を提出します。 

集中豪雨等の時には点検・清掃を随時行います。 

児童広場エリア 

⑩ 

遊具、藤棚のある広場で、幼児の利用が多い為、安全で快適に利用できる

よう点検・清掃を行います。また、定期的に遊具の安全点検を行います。 

園路エリア 

⑪ 

安全で快適に利用できるよう点検・清掃を行い、階段や手すり等の施設に

異常が見られた場合は早急に補修します。落葉時期はほうき、ブロアー等

による清掃を行います。 

梅林エリア 

⑫ 

安全で快適に散策が楽しめるよう散策路の不陸や落葉の点検清掃を行いま

す。花木等は花期に合わせた適切な剪定を行います。 

境界エリア 

⑬ 

民有地との境界にあたる為、隣地に配慮した管理を行います。落葉の堆積

や越境枝、浸水が見られた場合は、早急に対応します。 

芝生斜面エリア 

⑭ 

芝生の斜面地になっている為、安全で快適に散策等を楽しんでいただくよ

う草丈の管理、見通しの確保を行います。 

保全林エリア 

⑮ 

雑木の斜面林である為、保全を目的とした管理を行います。また散策路が

ある為、枯損枝等を確認し安全に配慮します。 

 

⑨⑩定期的な点検 

②園 

⑪落葉清掃 

②園 

⑭必要に応じた草刈 

②園 
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４ 事故防止の取組、過去に発生した事故の改善策 

運営開始当初は水道やトイレ設備の破損や火遊びがあり、警察や消防が何度か出動する

ことがありましたが、職員の見回り強化や自治会・近隣の学校と公園をより良くするため

の話し合いなどを行い、警察官によるパトロール強化をお願いし、イタズラ減少に努めて

います。 

公園内の遊具につきましては、横浜市施設点検マニュアルに基づき年４回の点検を行

い、安全基準に沿った対応を行っています。また、減災及び安全管理・事故防止対策にも

取り組み、災害や事故等の緊急時にも対応出来るよう努力しています。 

 

５ 清掃、修繕、施設設備改修 

利用者の安全確保や施設の長寿命化を図る為、当社では常に日常巡視点検中には安全上

問題があった破損箇所等が見つかった時には、迅速な対応を行っています。 

① 日常清掃 

・巡視時に園内全体のゴミ拾いを行います。 

・施設の汚れ、落葉、ゴミ等は速やかに清掃し、適正に分別処分します。 

・落葉時期はほうき、ブロアー等による清掃を行います。 

・利用者が触れる機会の多いベンチ等は特に留意し清掃を実施します。 

・排水施設は落葉や土砂の堆積に留意して清掃を行います。 

② 臨時清掃 

・臨時巡視時やイベント実施前後に実施します。  

・梅雨や台風時期等は排水施設に留意して点検し、速やかな対応を心掛けています。 

・修繕は施設ごとの修繕履歴を記録し、台帳に記帳します。 

③ 修繕、施設設備改修 

・日常点検や定期点検等、修繕・補修が必要な箇所を早期に特定し迅速な対応を行い、利

用者が誤って使用しないよう応急措置を実施し、早急な現場確認や写真撮影等、本社と連

携して状況を把握し迅速に対応します。また、看板やカラーコーン等で使用禁止措置を行

い、不具合内容を掲示板やＨＰ等で周知します。 

④ 市への報告 

・修繕ごとに結果を横浜市へ報告し、今後の管理運営の情報として活用します。 

 

 

（事業計画書様式４） 

１ 緊急時の対応、緊急時マニュアルの活用、各区防災計画との連動等 

当社では、災害時における危機管理と日常的な利用者の安全確保との２つの局面から、それぞれに

「安全対策マニュアル」を作成し、リスクマネジメントを行っています。 
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２ 災害対応について 

・事前の状況確認と予防処置 

台風シーズンは天気予報に細心の注意を払い、巡回、点検を行い、危険箇所についてはロープ等

で補強し予防処置による安全対策を行い、万が一被害があった場合は、早急に横浜市や関係機関へ

連絡し、適正な対応を行います。 

 

３ 犯罪や路上駐車等の不法行為対策について 

公園内の不法行為等については、横浜市公園条例及び横浜市公園条例施行規則に従い、適切に

対応します。また、常日頃から地域の方々との交流を深め、情報を共有し適切な巡視を行い、職

員不在時には利用者や近隣住民の方が異常に気付いた際に連絡が取れるよう、連絡先を公園内に

掲示しています。 

 

４ 個人情報保護について 

当社では分区園の募集を行う際やイベント参加者を募る際には、利用者の個人情報を取り扱う為、

「横浜市個人情報の保護に関する条例」ほか関連法令等を遵守し、以下の体制により個人情報の漏

えい、滅失及び破損の防止を徹底します。万が一の事故発生時には、個人情報保護マニュアルに沿

い迅速に対応し、横浜市及び関係機関へ報告・連絡・相談を行います。 

① 個人情報保護体制 

・個人情報保護方針、個人情報保護マニュアルの策定、外部機関が実施する研修へ参加します。 

・個人情報取扱い責任者を選任します。 

②個人情報保護の為の具体的な対策 

・個人情報は事前に利用目的を公表し適正に収集を行います。 

・書類は鍵のついたキャビネットに適正に保管し、パソコンデータについては適切なデータ管理を

行うとともに、ウイルス対策を行い外部からの不正アクセス等によるデータ流出の防止に努めます。 

・保管期間の過ぎた書類・ＣＤ等はシュレッダーで廃棄し、パソコンデータは完全に削除をするこ

とで、情報の適正な廃棄を行います。 

② 情報漏えい時の対応  

・個人情報取扱い責任者が速やかに市へ報告し、被害状況の把握、二次被害の防止、個人情報の回

収、再発防止策等の会議の開催、保管管理の改善及び改善策を市に報告します。 

 

５ 障害者差別解消について 

区などが主催する外部研修会・講演会に積極的に参加し、社内での研修会や伝達講習会を開

催し、職員の意識向上を図ります。障害者差別解消法の趣旨を職員全員が理解し、公園を利用

するすべての方々を分け隔てなくお迎えし、公園を利用する皆さんが気持ちよくお帰りいただ

ける、公園管理を目指します。 
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６ 運営目標 

目標設定 

の視点 

運営目標 目指す 

管理指数・数値 

今後の取組 

（展望） 

業務運営１ 

（達成目標、運営業

務の実施方針） 

地域の方々が潤いや元気が

得られ笑顔になれる公園、

地域から必要と認めていた

だける公園を目指し、公園

運営に取り組む 

公園利用者へのアンケー

トを実施し、また利用し

たいという回答を 100％

に近づける 

利用者の方々と

の挨拶の励行 

業務運営２ 

（利用者サービスの

向上、利用者満足度

や利用者数の増、利

用しやすさ向上） 

利用者の皆様が公園施設を

公正・公平・安全・安心・

快適に過ごすことができる

ように公園運営に取り組む 

 

分区園利用の 100％達成

と耕作放棄地 0％達成 

分区園利用者以外の方々

も農体験ができるイベン

ト等の開催 

土壌改良や栽培

指導 

グリーンパル

（ボランティ

ア）の募集及び

収穫体験イベン

トの実施 

 

業務運営３ 

（人員配置、緊急時

対応計画、防犯防

災、災害対応） 

必要かつ適正な人員配置 

緊急時対応計画の確立 

防犯防災の地域連携 

警報発令時の管理体制 

緊急時対応計画の職員共

有の徹底 

地域連携会議の実施 

災害訓練の実施 

 

市・区防災計画

との連携 

人材育成 

研修実施効果等 

園地管理能力の向上 

分区園栽培指導向上 

人権・個人情報保護等の知

識向上 

ＡＥＤ使用講習会の実施 

市主催の人権啓発講習会

への参加（1 回）、市造協

主催の公園緑地管理研修

会への参加（1 回）、社内

研修で個人情報保護研修

の開催（1 回）、専門講師

を招いたＡＥＤ使用講習

会の実施（1 回） 

 

職員が利用者か

ら頼りにされる

存在になる 
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維持管理１ 

（施設の保守管理、

補修計画） 

 

 

 

維持管理２（清掃、

園地維持管理、災害

対応） 

安全・安心を中心とした維

持管理の実施 

快適で心地よい空間造り施

設の長寿命化 

 

 

園地の特徴に応じた日常巡

視・点検・清掃等の実施 

警報発令時の管理体制と事

後管理の徹底 

 

公園内巡視点検を巡視点

検マップにより最低週２

回実施 

年間維持管理計画の実施

徹底 

 

園内事故の撲滅 

年間維持管理計画の実施

徹底 

災害時の管理体制と事後

確認 

利用者アンケー

トで顧客満足度

（清潔・利便

性・安全性・植

栽管理状態・職

員対応・総合満

足度）を確認

し、より一層の

向上と点検マ

ニュアル等へ

フィードバック

に努める 

収支 

修繕等、収入、支

出） 

分区園収入の向上 

修繕箇所の早期発見による

経費低減 

 

利用率１００％ 

巡視の徹底 

収支予算の適正

執行 

 

経費節減策 

 

予算の効率的執行意識を職

員に徹底する 

 

最小かつ最適な経費執行 

 

例）本社での消耗品等の

一括購入や分区園看板等

の間伐材利用など 

コスト意識の徹

底と顧客満足度

の向上をバラン

スよく実施する

ため、職員のモ

チベーションを

維持させる。 
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（事業計画書様式５） 

提案事業実施計画一覧（無料自主事業含む） 

事業名 内容（募集人数・一人当たりの参加費） 新

規 

実施時期 回

数 

栽培講習会の開催 
講師による分区園利用者向けの栽培講習会(募集人数

15名) 
 4月・9月 2 

はまっ子ユーキの宣伝・

無料配布 
分区園利用者向けに無料で配布を行う  4月・9月 2 

農具の無料貸出し 
倉庫内に貸し出しコーナーを設置(クワ、ジョウロ、

スコップ、一輪車等) 
 随時  

グリーンパル（ボラン

ティア）による野菜づく

り・花の管理 

協働農園にて野菜の植付けから収穫までの世話と花

の水やり等を体験してもらい、花と緑の知識をつけ

てもらう（4〜5名 無料） 

 随時  

協働農園での収穫祭 
グリーンパル（ボランティア）が育てた野菜をみん

なで収穫し、収穫の楽しさを体験してもらう 
 7月・11月 2 

協働農園にコンポスター

を設置 

収穫後の野菜くずなどの残渣をコンポスターに入れ

て堆肥を作り、堆肥を公園内で活用する 
〇 7月  

公園の情報発信・魅力の

ＰＲ 
HPでのイベント案内等  随時  

倉庫内への情報掲示 図書コーナーやホワイトボードにて掲示  随時  

樹名板・花看板の設置 近隣の保育園や公園利用者と協働で行う  5月 1 

歳時記を感じるイベント

の開催 

こどもの日…こいのぼりを設置 

七夕…近隣保育園と協働して七夕飾りを設置 

収穫祭の開催…ジャガイモやサツマイモの収穫祭を

開催（10名程度） 

 
5 月・7 月

12月 
3 

ＡＥＤ使用体験 講師を招いてＡＥＤの使用体験をする 〇 11月 1 

分区園の土壌改良 
ｐｈ測定等を行い、新規分区園利用者が収穫体験を

満足できる土壌へ改良する 
 3月 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15 

 

提案事業実施計画一覧（有料自主事業含む） 

事業名 内容（募集人数・一人当たりの参加

費） 

新

規 

実施

時期 

回

数 

自主事業予算額 

総経費 収入 

はまっ子ユーキの宣

伝・販売 
公園での販売(販売数 150袋・300円)  随時  40,900円 45,000円 

公園の花で作るリース 
公園の草花を用いたリース作り 

（6名@¥700） 
 8月 1 20,000円 4,200円 

ミニ門松づくり 
公園にある材料を使った門松づくり 

（10名@¥500） 
 12月 1 20,000円 5,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事業計画書様式６） 

第三者委託協議 

業務の第三者委託一覧 

業務名 内容 再委託会社 年回数 実施月 契約方式 

水道設備点検 

 

水道設備の点検・ 

修繕業務全般 

三ツ矢設備工業 

株式会社 

随時  単独随意 

契約 

電気設備点検 

 

園路灯等電気設備の 

点検・修繕業務全般 

光洋電設株式会社 

 

随時 

 

 

 

単独随意 

契約 

 

 

 

 

 

はまっ子ユーキ無料配布 栽培講習会 

歳時記を感じるイベント 情報掲示 

農具の無料貸し出し 

図書コーナー 
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（事業計画書様式７） 

収支予算書（指定管理料のみ）                                              (単位：円) 
科目 当初予算額 

(A) 

補正額 

(B) 

予算現額 

(C=A+B) 

決 算 額

(D) 

差引 

(C-D) 

説明 

 収入の部 

指定管理料 5,330,000      

利用料金収入 280,000      

自主事業収入 54,200      

雑入       

その他雑入       

収入合計 5,664,200      

 

 

 

 

科目 当初予算額 

(A) 

補正額 

(B) 

予算現額 

(C=A+B) 

決 算 額

(D) 

差引 

(C-D) 

説明 

 支出の部 

人件費 2,624,000      

 給与・賃金 2,600,000      

社会保険料 0      

通勤手当 0      

健康診断費 0      

勤労者福祉共済掛金 24,000      

退職給付引当金繰入額 0      

事務費 335,000      

 

 

旅費 75,000      

消耗品費 45,000      

会議賄い費 80,000      

印刷製本費 0      

使用料及び賃借料 5,000      

 （横浜市への支払い分） 0      

（その他） 5,000      

備品購入費 33,000      

図書購入費 0      

施設責任賠償保険 57,000      

職員等研修費 40,000      

振込手数料 0      

リース料 0      

手数料 0      

地域協力費 0      

自主事業費 72,000      

管理費総合計 3,031,000      

光熱水費合計 0      

 光熱水費（電気） 0      

光熱水費（ガス） 0      

光熱水費（水道） 0      

光熱水費（下水道） 0      

清掃費 252,000      

修繕費 160,000      

機械警備費 0      

施設保全費 1,360,000      

 空調衛生設備保守 0      

消防設備保守 0      

電気設備保守 0      

害虫駆除清掃保守 0      

その他保全費・園地管理費 1,360,000     水道設備点検・修繕 

電気設備点検・修繕 

 委託費 60,000 

共益費（合築等の場合） 0      

公租公課 387,000      

 公租公課（事業所税） 0      

公租公課（消費税） 387,000      
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公租公課（印紙税） 0      

その他公租公課 0      

事務経費 307,000      

 事務経費（本部分） 187,000     電話代、宅急便、HP 等 

事務経費（当該施設分） 120,000     一般管理費 

その他経費（当該公園分） 250,000     農機具、燃料費 

支出合計 5,747,000      

差引 －82,800     自動販売機収入で補填 

 

（参考）指定管理料外の経費 

設置管理許可収入合計 240,000     自動販売機手数料 

設置管理許可支出合計 49,000      

差引 191,000      

 

 


